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主 内な 容
P2-3 祝　成人
P4 所得税および復興特別所得税と
  市・県民税の申告
P5 いきいき安中健康21からお知らせ

　１月12日（日）に、　平成26年安中市成人式が開催
されました。会場では、華やかな着物姿やスーツ姿の
新成人がかつてのクラスメートとの久しぶりの再会
と二十歳の門出をともに喜び合っていました。

新成人のあふれる笑顔

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

２月１日号
平成26年

Vol.95

住民基本台帳人口（12月末日現在）人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯
日本人住民 外国人住民 合計

男

30,111

女

31,193

計

61,304

男

159

女

250

計

409

世帯数

24,270

市長対話の日
２月 22 日（土）　　　市民ロビー
３月はお休みです。
午前 10時～正午（受付は午前 11時まで）

本
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冬
の
寒
空
の
中
、
平
成
26
年
安
中

市
成
人
式
が
、
１
月
12
日
（
日
）
に

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
成
人
対
象
者
６
４
９
人
（
男

性
３
１
６
人
、
女
性
３
３
３
人
）
の

う
ち
、
５
４
２
人
（
男
性
２
６
２

人
、
女
性
２
８
０
人
）
が
、
ス
ー
ツ

や
振
り
袖
姿
な
ど
華
や
か
な
姿
で
参

加
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
懐
か
し
い
友

人
や
恩
師
た
ち
と
の
再
会
で
、
談
笑

し
た
り
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、

華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
岡
田
市
長
や
来
賓
の

方
々
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
贈
る
と

と
も
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
安

藤
弘
喜
さ
ん
、
伊
藤
え
り
か
さ
ん
、

佐
藤
名
華
さ
ん
に
よ
る
「
二
十
歳
の

意
見
」
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝祝
成
人
成
人
成
人 

二
十
歳
の
意
見　

        

安
藤
弘
喜
さ
ん 

　

私
の
20
年
間
は
、
人
と
の
出
会

い
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
成

人
式
と
い
う
門
出
を
迎
え
、
学
校

の
先
生
、
塾
、
予
備
校
の
講
師
の

先
生
、
先
輩
、
友
人
、
家
族
な
ど

に
改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

高
校
時
代
、
勉
強
と
部
活
動
の

両
立
の
難
し
さ
に
直
面
し
、
理
想

と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
挫
折
を
感

じ
て
い
た
私
に
、
顧
問
の
先
生
が

か
け
て
く
れ
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
「
他
人
に
な
ぐ
さ
め
ら

れ
て
も
強
く
な
ら
な
い
。
自
分
で

強
く
な
れ
。
」
そ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
心
に
い
た
私
は
、
周

囲
の
人
々
に
心
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
打
ち
ひ
し
が
れ
る
こ
と
で
、
周

囲
の
注
意
を
引
き
た
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
考
え
を
見

抜
き
、
当
時
の
私
に
最
も
適
し
た

言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師

に
は
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
成

長
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
大
人

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
か
他

の
人
の
た
め
に
生
き
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
研
究
者
に
な
る
と
い
う
夢

を
叶
え
、
今
度
は
そ
の
方
々
に
恩

返
し
で
き
る
よ
う
な
大
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て 

佐
藤
名
華
さ
ん 

　

二
十
歳
に
な
っ
て
実
感
し
た
こ

と
は
、
自
分
の
判
断
と
責
任
の
お

よ
ぶ
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
年
齢
が
社
会
の
一

定
基
準
に
達
し
た
の
と
同
時
に
、

守
ら
れ
て
い
た
範
囲
か
ら
一
歩
枠

の
外
へ
出
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

守
ら
れ
た
環
境
の
下
で
安
心
し
て

生
活
を
送
り
、
学
校
へ
通
い
、
好

き
な
こ
と
も
存
分
に
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
私
た
ち

の
成
長
に
寄
り
添
い
、
支
え
て
く

れ
て
い
た
お
か
げ
で
、
今
の
私
が

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が

社
会
や
弱
者
を
支
え
、
守
る
番
で

す
。
激
動
す
る
社
会
の
中
で
は
時

に
風
当
た
り
が
厳
し
い
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
ど
ん
な

に
厳
し
く
て
も
無
条
件
に
温
か
く

受
け
入
れ
て
く
れ
る
家
族
、
友

人
、
故
郷
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
私
た
ち
は
何
度
で
も
立
ち
向

か
っ
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
自
分

と
今
後
の
可
能
性
を
疑
う
こ
と
な

く
、
ひ
た
む
き
に
、
謙
虚
に
、
勇

気
を
も
っ
て
前
進
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

新
成
人
と
し
て
の
「
責
任
」

　

｢

責
任
」
と
は
何
か
尋
ね
ら
れ

た
と
き
、
皆
さ
ん
は
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。｢

責

任
」
と
い
う
言
葉
は
日
常
よ
く
使

用
さ
れ
ま
す
が
、
意
外
と
難
し
い

言
葉
の
よ
う
で
す
。｢

責
任
」
と

い
う
英
語
はresponsibility

。
こ

れ
はresponse

（
反
応
す
る
）

と
、ability

（
能
力
）
に
分
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
「
責
任
」
と
は
、
数
あ
る
反

応
の
中
か
ら
あ
る
反
応
を
選
択

し
、
そ
れ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

能
力
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
私
は

考
え
ま
す
。
何
か
問
題
が
起
き
た

と
き
、
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
と

き
、
私
た
ち
は
「
〜
の
せ
い
だ
」

と
言
い
訳
を
し
た
り
、
何
ら
か
の

理
由
を
つ
け
て
自
己
を
正
当
化
し

が
ち
な
気
が
し
ま
す
。｢

〜
の
せ

い
」
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
き
、

今
自
分
が
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

全
力
で
行
う
こ
と
が
「
責
任
」
を

果
た
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
ま
だ
少
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
で
き
る
限
り
の
こ
と

を
精
一
杯
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

伊
藤
え
り
か
さ
ん

二十歳
の

ことば

二十歳
の

ことば

二十歳
の

ことば
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所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
日
時
や
必
要
書
類
を
確
認
し
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
ま
し
ょ

う
。
期
間
中
は
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
に
よ
る
提
出
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
申
告
が
お
す
す
め
で
す
。

■
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

高
崎
税
務
署
で
は
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
を

会
場
に
平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
・
申

告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
申
告
が
必
要

な
人
は
日
時
・
書
類
を
確
認
し
て
期
限
ま

で
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

会
場
▼
ビ
エ
ン
ト
高
崎
（
高
崎
市
問
屋
町

２

－

７
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

申
告
期
間
（
ビ
エ
ン
ト
高
崎
）▼

２
月
13
日
（
木
）
〜
３
月
17
日
（
月
）

※

土
・
日
曜
日
（
左
記
日
曜
相
談
日
以
外
）

を
除
く
。

※

こ
の
期
間
は
高
崎
税
務
署
に
は
相
談
会

場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

日
曜
相
談
日
▼
２
月
23
日
（
日
）・
３
月
２
日

（
日
）

日
曜
相
談
日
受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

■
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
次

の
日
程
で
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

会
場
▼
市
役
所　
・

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

期
間
▼
２
月
13
日
（
木
）
〜
３
月
17
日
（
月
）

※

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
※

市
役
所　
・　

で
は
簡
易
な
確
定
申
告

に
限
り
、
相
談
・
申
告
書
の
受
付
を
行

い
ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
ビ
エ
ン
ト
高
崎
で
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
営
業
所
得
（
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送

付
さ
れ
た
人
）

○
青
色
申
告

○
譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
）

○
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
（
FX
）
に
よ
る

所
得

○
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
所
得

○
山
林
所
得

○
初
回
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

問合せ ▼高崎税務署個人課税第一部門（☎３２２－４７１１）
　　　　　税務課市民税係（☎内線１０６４）、　住民課税務保険係（☎内線２１６３）

本

松

本

松

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
定
申
告
書
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

簡
単
・
無
料
で
利
用
で
き
る
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

国税庁ホームページアドレスはこちら ▼http://www.nta.go.jp/

　

申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
や
ビ

エ
ン
ト
高
崎
は
大
変
混
雑
す
る
こ

と
か
ら
、
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
時
間
や
曜
日
に
関
係

な
く
利
用
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

申
告
書
を
作
成
す
る
場
合
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
ー
が
あ
れ

ば
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
に
よ
っ
て
は
使

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

利
用
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
定
も

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。）

　

収
入
な
ど
の
情
報
を
入
力
す
れ

ば
、
所
得
も
連
動
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。
事
業
所
得
の
青
色
申
告
決

算
書
ま
た
は
収
支
内
訳
書
、
医
療

費
控
除
、
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得

や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。
入
力
が
終
わ
り
、
印

刷
し
た
申
告
書
を
２
部
（
提
出
用

と
控
え
用
）
と
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
の
添
付
書
類
を
返
信
用
封
筒
と

一
緒
に
高
崎
税
務
署
に
郵
送
す
れ

ば
、
控
え
を
返
送
し
て
く
れ
ま
す
。

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に

関
す
る
問
合
せ
▼
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
・

作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
☎
０
５
７
０

－

０
１

－

５
９
０
１
）

■
申
告
書
の
郵
送
先

宛
先
▼
〒
３
７
０

－

０
０
４
５

高
崎
市
東
町
１
３
４

－

１
２

高
崎
税
務
署　

宛

封
筒
に
「
申
告
書
在
中
」
と
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
告
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場

合
は
、「
郵
便
物
」（
第
一
種
郵

便
物
）
ま
た
は
「
信
書
便
」
と

し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
電
子
申
告
に
つ
い
て

　

電
子
申
告
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
を

利
用
す
る
場
合
は
、
住
基
カ
ー
ド

や
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本 松
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冬の運動の注意点について
　あまり体を動かさずにじっとしていたい冬ですが、健康のためには寒くても運動をすることが大切です。冬特有

の事故への対策として、次のような点に注意しましょう。

問合せ ▼　健康づくり課保健指導係（☎内線１１７３）本

安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画

『　　　　　　安中健康２１』
からのお知らせ

GOOD  FOR  THE  HEALTH・
G
O
O
D  FOR  THE  HEALTH・GOOD

  FO
R  

TH
E  
HE
AL
TH
・
G
O
O
D 
 FO
R  

TH
E  H
EALTH・

健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

◆ウォーミングアップが重要

　寒い時期には、体がかじかんで硬く
なっているので、それを和らげてから運動
しなければいけません。筋肉や腱が硬い
まま運動をすると、傷めてしまうことがあ
ります。急激な血圧・心拍数の上昇を防ぐ
ためにも、簡単な体操を行うなど、ウォー
ミングアップを十分に行いましょう。

◆体を急に冷やさないようにする

　寒さを感じると交感神経は緊張し、体温の発散を防
ごうとして全身と心臓の血管が収縮し、血圧が高くなり
ます。さらに、血圧が高くなれば心臓に負荷がかかり、狭
心症や心筋梗塞が誘発される危険性も高くなります。
　また、冷たい空気をいきなり肺に吸い込むと気管支
が収縮します。マスクをして、いきなり冷たい空気を吸
わないようにしましょう。首、手首、足首が外気にふれ
ると、肌から熱が逃げて体温が下がります。手袋やマフ
ラー、レッグウォーマーなども活用しましょう。

◆脱水に注意　水分補給は十分に

　寒くなると汗をかかなくなり、喉の乾きも自覚しに
くくなります。よって水分摂取も少なくなることから、
血液の粘度が上がり、いわゆる「ドロドロ」の状態にな
ります。その結果、血管が詰まりやすくなり、脳血管疾
患や心臓病を引き起こす危険性が高くなります。それ
を防ぐためには、喉が渇いていないときでも、運動の前
後に必ず水分を補給することが大切です。

◆運動に限らず、冬は衣服で体温調節

　服装の寒さ対策の基本は、重ね着を上手に行うこと
です。厚い服を１枚着るよりも、薄めの服を重ね着する
方が、衣類と衣類の間の空気が断熱材の役目を果たし
て熱を蓄えてくれます。しかし、厚着をして体温が上が
りすぎると汗をかき、皮膚の温度を奪ってしまいます。
体が温まるごとに１枚ずつ脱ぎ、体温調節を行いま
しょう。

ロコモティブシンドローム
（略称：ロコモ＝運動器症候群）といいます。といいます。といいます。

筋肉、骨、関節、軟骨、椎間板といった運動器の障害

により、歩行など移動能力の低下をきたして、要介

護になっていたり、要介護になる危険の高い状態を

介

ロコモーションチェックロコモーションチェックロコモーションチェック
思いあたることは
ありますか？

ひとつでも当てはまれば、
ロコモである心配が

あります。

１．家のなかでつまずい
たり滑ったりする

２．階段を上るのに手
すりが必要である

３．１５分くらい続
けて歩けない

４．横断歩道を青信号
で渡りきれない

５．片脚立ちで靴
下がはけない

６．２ｋｇ程度の買い物
（１リットルの牛乳２
個程度）をして持ち
帰るのが困難である

７．家のやや重い仕事
　（掃除機の使用、布
団の上げ下ろしな
ど）が困難である

ロコモーショントレーニングを
はじめましょう！

ロコモーショントレーニングを
はじめましょう！

ロコモーショントレーニングを
はじめましょう！

●開眼片脚立ち
床に着かない程度に片足
を上げ、左右それぞれ１
分間ずつ１日３回行いま
しょう。転倒しないよう
に、必ずつかまるものが
ある場所で行いましょう。

出典：公益社団法人 日本整形外科学会・日本ロコモティブシンドローム研究会
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

20
歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
入
が
一
定

額
以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
期
間
中
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入
に
関
係
な
く
、
学
生
本
人
の
所
得
を
基
準
と
し
て
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
学
生
本
人
に
所
得
が
な
い
こ
と
か
ら
、
大
部
分
の
学

生
は
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。（
一
部
の
学
校
は
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。）

　

保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た

場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
必
要
で
す
。

　

承
認
期
間
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
で
す
。
学
生
納
付
特
例
制
度

を
申
請
す
る
人
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て
市
役
所　
・　

の
国

民
年
金
担
当
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

な
お
、既
に
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
し
て
い
て
、翌
年
度
以
降
も
在
学
見
込
み
の
人
は
、

毎
年
３
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
は
が
き
形
式
の
申
請
書
を
郵
送
す
る
だ
け

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

学
生
は
承
認
を
受
け
る
と

　
　
　
　
　
　

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

学
生
納
付
特
例
制
度

　

30
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者
で
所
得
の
少
な
い
人
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
『
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
』
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
世
帯
主
（
同
居
の
親
な
ど
）
の
所
得
に
関
係
な
く
、
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た

場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
必
要
で
す
。

　

承
認
期
間
は
、
平
成
25
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
６
月
ま
で
で
す
。
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
を
申
請
す
る
人
は
、
市
役
所　
・　

の
国
民
年
金
担
当
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請（
継

続
申
請
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

30
歳
未
満
の
人
は
承
認
を
受
け
る
と

　
　
　
　
　
　

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所
（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）

本

松

本

松
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納
期
限
内
納
付
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す

　

市
税
は
私
た
ち
が
安
心
し
て

健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
や
保
険
と
い
っ
た
社
会
保

障
、
ご
み
処
理
、
教
育
、
道
路

整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
進
め
る
う
え
で
、
非
常
に
大

切
な
財
源
で
す
。

　

市
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、

納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
大

多
数
の
市
民
と
の
公
平
性
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

納
付
相
談
も
な
く
納
付
の
な
い

人
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
（
財

産
差
押
）
に
よ
り
強
制
的
に
徴

収
し
て
い
ま
す
が
、
１
月
・
２
月
・

３
月
は「
滞
納
処
分（
財
産
差
押
）

強
化
月
間
」
と
し
て
、
財
産
の

差
押
え
を
よ
り
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
「
税
収
確

保
強
化
月
間
」
と
し
て
、
納
め

忘
れ
の
人
に
対
し
て
文
書
納
付

催
告
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
車
輪
止
め
）」
を
導
入
し

て
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
を
実
施
し
ま
す

　

差
押
え
し
た
自
動
車
（
二
輪
車
含
）

を
運
行
・
使
用
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置

と
し
て
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
部
分
に
装

着
し
て
（
左
写
真
）
運
行
不
能
状
態
に

し
、
レ
ッ
カ
ー
移
動
し
ま
す
。
そ
れ
で

も
納
付
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で
売
却
し
ま
す
。

　

な
お
、
レ
ッ
カ
ー
代
な
ど
自
動
車
差

押
え
に
要
し

た
経
費
に
つ

い
て
も
、
滞

納
者
本
人
の

負
担
と
な
り

ま
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
税
の
納
付
は
、
納
期
限
内
の
自
主

納
付
が
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た

場
合
は
、
督
促
状
の
発
送
な
ど
に
多
額

の
経
費
が
掛
か
り
、
そ
の
経
費
も
市
税

で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
期

限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

所
得
税
還
付
金
を
差
押
え
し
ま
す

　

確
定
申
告
を
し
た
こ
と
に
よ
り
所
得

税
が
還
付
に
な
る
場
合
、
市
税
に
滞
納

の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
差
押
え
の
手

続
き
を
行
っ
た
う
え
で
、
す
べ
て
市
税

に
充
当
し
ま
す
。
差
押
え
す
る
に
あ
た

り
、
本
人
の
承
諾
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
市
税
を
分
割
納
付
い
た
だ
い

て
い
る
人
も
所
得
税
還
付
金
の
差
押
え

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、

本
人
に
は
連
絡
せ
ず
に
差
押
え
を
執
行

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

早
め
に
相
談
を

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を

得
な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ

り
市
税
の
納
期
限
ご
と
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
放
置
せ

ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
左
表
納
期
限
日
に

夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

区　　　分
預 貯 金
給 与 ・ 年 金
生 命 保 険
国 税 還 付 金
売掛金・賃料ほか
不 動 産

計
換価による税収

23年度
512
24
32
99
11
60
738

31,440,069円

24年度
759
58
57
138
10
88
1,110

64,026,103円

主
な
滞
納
処
分
（
財
産
差
押
）
の
取
り
組
み

○
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
優
先
者
に
対
し
て
は
不
動
産
を

差
押
え
て
、
公
売
し
ま
す
。

○
給
与
所
得
者
に
対
し
て
は
、
勤
務
先
に
給
与
照
会

を
行
っ
た
上
で
、
給
与
の
差
押
え
を
し
ま
す
。

○
法
人
お
よ
び
自
営
業
者
に
対
し
て
は
、
売
掛
金
な

ど
を
差
押
え
し
ま
す
。

○
生
命
保
険
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
担
保
と

し
て
差
押
え
し
ま
す
。

※

な
お
、
滞
納
処

分（
財
産
差
押
）

に
つ
い
て
は
、

現
在
分
割
納
付

を
い
た
だ
い
て

い
る
人
で
も
、

納
付
額
が
新
た

に
発
生
す
る
年

税
額
を
下
回
る

人
は
滞
納
処
分

の
対
象
と
な
り

ま
す
。

納
付
・
相
談
に
応
じ
な
い
人
に
は

滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
的
に
徴
収
し
ま
す

平成 23・24 年度滞納処分の差押件数・換価状況

問合せ ▼　収納課収納整理係（☎内線１０８４）

開
設
日

時

間

場

所

２
月
28
日
（
金
）

３
月
31
日
（
月
）

午
後
８
時
ま
で

　

収
納
課

本

本
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“就活自殺 ” の予防と対策について

安中地域自殺予防対策連絡会議

　

今
回
は
、
近
年
、
非
常
に

深
刻
化
し
て
い
る
若
者
た
ち

の
自
殺
に
つ
い
て
、
と
り
わ

け
〝
就
活
自
殺
〞
と
呼
ば
れ

る
、
就
職
活
動
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
の

一
つ
と
な
っ
て
自
殺
で
亡
く

な
る
若
者
た
ち
の
背
景
と
対

策
に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

内
閣
府
の
２
０
１
２
年
版

自
殺
対
策
白
書
に
よ
る
と
、

15
〜
39
歳
の
各
年
代
（
５
歳

ご
と
）
の
死
因
の
１
位
は
い

ず
れ
も
自
殺
で
、
こ
れ
は
先

進
７
カ
国
で
日
本
に
し
か
見

ら
れ
な
い
現
象
で
あ
り
、
さ

ら
に
20
代
の
死
亡
者
全
体
の

半
数
が
自
殺
で
深
刻
さ
が
際

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

若
者
を
取
り
巻
く
雇
用
環
境

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
昨

年
、
都
内
で
就
職
活
動
中
の

大
学
生
１
２
２
人
を
対
象
に

意
識
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
２
割
に
あ
た
る
26
人
が

「
本
気
で
死
に
た
い
。
消
え

た
い
。」
な
ど
と
考
え
た
こ

と
が
あ
る
と
回
答
し
た
そ
う

で
す
が
、
こ
の
背
景
に
は
内

定
を
取
れ
な
い
こ
と
に
対
す

る
不
安
や
焦
り
に
加
え
、
７

割
の
学
生
が
企
業
側
か
ら
不

採
用
の
連
絡
す
ら
無
か
っ
た

と
い
う
経
験
を
し
て
お
り
企

業
の
対
応
も
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
の
学
生
は
私
た
ち
が

若
か
っ
た
頃
よ
り
も
は
る
か

に
厳
し
い
就
職
戦
線
を
戦
っ

て
い
ま
す
。
30
社
、
50
社
、

あ
る
い
は
１
０
０
社
回
っ
て

も
、
一
つ
も
内
定
が
も
ら
え

な
い
と
い
う
学
生
も
少
な
く

な
い
と
聞
き
ま
す
。

　

ま
た
、
せ
っ
か
く
就
職
で

き
て
も
過
重
労
働
や
賃
金
不

払
残
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
で
食
い
つ
ぶ
さ

れ
て
い
く
状
況
も
あ
り
、
厚

生
労
働
省
の
ま
と
め
で
は
、

精
神
障
害
に
よ
る
12
年
度
の

労
災
請
求
件
数
は
１
２
５
７

件
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た

前
年
に
比
べ
15
件
減
少
し
た

も
の
の
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
雇
用
環

境
を
少
し
で
も
改
善
す
べ
く

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①
未
内
定
就
活
生
へ
の
就
職

－   第  １５  回   －

連絡会議委員

高橋　千秋
（高崎公共職業安定所　安中出張所長）

連絡会議委員

高橋　千秋
（高崎公共職業安定所　安中出張所長）

支
援

・
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
内

定
状
況
の
把
握

・
支
援
対
象
者
の
状
況
に
合

わ
せ
た
求
人
開
拓

・
専
門
の
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
個
別
支
援
の

徹
底

・「
が
ん
ば
れ
高
校
生
」
お

よ
び
「
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
」
就
職
面
接
会
の

開
催

②
求
人
内
容
の
確
認
の
徹
底

・
求
人
受
理
時
の
確
認
の
徹

底
・
求
職
者
が
求
め
る
採
用
状

況
、
福
利
厚
生
、
各
種
手

当
な
ど
の
情
報
を
積
極
的

に
把
握
、
情
報
提
供
の
実

施
③
若
者
の
「
使
い
捨
て
」
が

疑
わ
れ
る
企
業
に
関
す
る

相
談
の
実
施

④
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
正
規

雇
用
化
支
援
な
ど

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
し
ま
し
て

は
、
地
域
の
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
様
方
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
雇
用
の
場
の
確
保

な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ゆ
く
所
存
で
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
☎
内
線
１
１
５
４
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

出
会
い
系
サ
イ
ト
・

　
　
　
　

サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
が
急
増
！

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
「
お
金
を
あ
げ
る
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
メ
ー
ル
を
交
換
さ
せ
、

多
額
の
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
さ
せ
る
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
に
よ
る
被
害
が

目
立
ち
ま
す
。
こ
の
場
合
、
お
金
を
取
り
戻
す
の
は
非
常
に
困
難

で
す
。
う
ま
い
話
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
見
知
ら
ぬ
相
手
を
簡
単
に
信
用
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
悪
意
の
あ
る
人
も
利
用

し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
利
用
す
る
際
は
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

☆ 

出
会
い
系
サ
イ
ト
は
簡
単
に
異
性
と
出
会
え
る
場
だ
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
や
凶
悪
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
高
い
の
で
、
安
易
に
利
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
】

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た

ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

①
パ
ソ
コ
ン
に
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
て
も
す
べ
て
無

視
を
し
て
い
た
が
、あ
る
と
き
「
３
，０
０
０
万
円
あ
げ
る
」

と
い
う
メ
ー
ル
が
目
に
留
ま
っ
た
。
信
じ
込
ん
で
や
り
取

り
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
代
と
し
て

２
０
０
万
円
も
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
詐
欺
で
は
な
い
か
。

②
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
日
時
を
決
め
て
会

う
約
束
を
し
た
。
同
じ
相
手
と
数
カ
月
間
何
度
も
会
う
約

束
を
し
た
が
、い
つ
も
直
前
に
な
っ
て
「
都
合
が
悪
く
な
っ

た
」「
体
調
が
悪
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
結
局
一
度
も
会

え
な
か
っ
た
。
サ
イ
ト
上
で
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
が
積

み
重
な
っ
て
、
高
額
な
ポ
イ
ン
ト
料
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト
料
金
を
返
し
て
ほ
し
い
。

出
会
い
系
・
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
っ
て
？

　

〝
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
〞
と
は
、
サ
イ
ト
業
者
に
雇
わ
れ
た
サ
ク

ラ
が
、異
性
、タ
レ
ン
ト
、社
長
、弁
護
士
、占
い
師
な
ど
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
な
り
す
ま
し
て
、
消
費
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち

を
利
用
し
、
サ
イ
ト
に
誘
導
し
、
メ
ー
ル
交
換
な
ど
の
有
料
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
せ
、
そ
の
た
び
に
支
払
い
を
続
け
さ
せ
る
サ
イ

ト
（
主
に
出
会
い
系
サ
イ
ト
）
を
指
し
ま
す
。

本
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リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第35回

縁
談
の
話
に
な
る
と
彼
ら
は
去
っ
て
行
き
ま
し

た
。

　

人
生
の
終
章
近
く
な
っ
て
求
め
ら
れ
た
私
の
意

見
は
、
月
並
な
も
の
に
な
り
ま
す
が
、「
男
女
共

同
参
画
」
に
つ
い
て
礎
に
あ
る
も
の
は
「
家
庭
」

で
あ
り
「
結
婚
」
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
働
い
て
き
た
社
会
は
、
年
功
序
列
型

賃
金
か
ら
職
能
給
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
女
性

の
職
場
進
出
は
男
女
対
等
な
職
場
を
つ
く
っ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
欲
し
い
も
の
が

溢
れ
、
共
働
き
す
れ
ば
手
が
届
く…

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
教
育
の
高
度
化
、
医
療
福
祉
の
充
実
は

高
賃
金
と
貯
え
を
必
要
と
い
た
し
ま
す
。
福
祉
が

充
実
す
れ
ば…

、
年
金
が
充
実
す
れ
ば…

、
貯
え

が
無
く
と
も
等
し
く
老
後
を
過
ご
せ
る
か
？
と
言

え
ば
、
そ
う
と
も
い
き
ま
せ
ん
。
医
療
費
が
一
割

負
担
に
な
る
頃
に
は
介
護
負
担
が
嵩
上
げ
さ
れ
ま

す
。
消
費
税
増
税
は
具
体
化
し
て
い
ま
す
。
高
福

祉
イ
コ
ー
ル
高
負
担
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
、「
男

女
共
同
参
画
」
の
浸
透
は
、
職
場
に
お
い
て
は
高

生
活
費
を
得
る
た
め
に
、
社
会
に
お
い
て
は
女
性

議
員
の
増
加
や
今
ま
で
男
性
分
野
だ
っ
た
仕
事
に

活
躍
を
さ
れ
る
方
も
多
い
。
が
、
ま
た
格
差
社
会

を
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
真
の
国
力
を
上
げ

る
に
は
子
ど
も
の
数
が
増
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
に
と
っ
て
ま
だ
ま
だ
お
金
は
大
切
だ

が
、
心
の
涵
養
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
意

識
改
革
が
で
き
た
ら
、
お
金
も
新
し
い
潤
い
を
生

む
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
原
動
力
は
家
庭
に
有
り
、

家
族
の
成
長
を
促
す
も
の
と
し
て
親
の
取
り
組
み

が
懸
案
さ
れ
ま
す
。
異
性
と
し
て
の
特
性
を
踏
ま

え
た
男
女
の
結
び
つ
き
、
つ
ま
り
結
婚
が
重
要
視

さ
れ
ま
す
。
共
に
親
業
を
過
ご
せ
る
人
と
の
巡
り

あ
い
こ
そ
自
分
た
ち
と
子
々
孫
々
へ
の
幸
せ
に
連

な
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

40
歳
を
過
ぎ
る
と
そ
の
人
の
人
生
が
顔
に
現
れ

て
く
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

先
日
参
加
し
た
あ
る
旅
行
で
、
私
が
感
じ
た
こ

と
は
険
し
い
表
情
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。

生
き
る
た
め
に
多
勢
の
方
が
人
間
関
係
や
経
済
的

に
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
も
眉
毛
や
目
尻
を
吊
り
上
げ
た
険
し
い
表

情
に
な
っ
て
い
る
の
か
し
ら
？
と
思
っ
た
と
き
、

鏡
を
見
る
の
が
怖
く
な
り
ま
し
た
。

　

女
ば
か
り
の
長
女
と
し
て
成
長
し
た
私
は
、
幼

い
時
か
ら
「
跡
取
り
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
育
ち
ま

し
た
。
犬
や
猫
で
さ
え「
男
」が
い
い
と
口
癖
だ
っ

た
父
は
女
々
し
い
こ
と
を
嫌
い
、
買
い
与
え
て
く

れ
る
も
の
は
茶
色
い
革
製
の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ

ン
で
し
た
。
学
校
で
は
男
子
に
混
ざ
っ
て
引
け
を

と
ら
な
い
生
活
を
望
ま
れ
ま
し
た
。
男
女
共
同
参

画
な
ん
て
言
葉
も
無
い
頃
か
ら
男
女
対
等
の
生
活

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
生
と
な
っ
た
私
は
迷

い
ま
し
た
が
、
女
で
あ
る
こ
と
の
前
に
「
人
間
で

あ
る
」
こ
と
を
ま
ず
考
え
て
過
ご
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

就
職
し
て
何
年
か
経
っ
て
、
チ
ラ
ホ
ラ
と
縁
談

が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
父
は
事

業
を
起
こ
し
て
は
失
敗
し
、
余
り
に
も
貧
し
す
ぎ

て
家
を
飛
び
出
す
勇
気
す
ら
失
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
自
分
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
親
の
財

産
の
有
無
は
二
の
次
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
「
親
に
も
頭
が
あ
が
ら
な
い
、
嫁
さ
ん
に
も

頭
が
上
が
ら
な
い
結
婚
な
ん
て
ご
め
ん
だ
よ
」
と
、

人
生
の
終
章
に
近
づ
い
て
思
う
こ
と

   　
　
　
　

   　

  　
　

内
田　

洋
子
（
安
中
地
区
）

高
校
生
・
一
般
の
部　

入
賞

平
成
25
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文　

入
選
作
品

男女共同参画に関する作文コンクール
表彰式を行いました

　12月６日（金）に、安中市と安中市男女共同参画推進
委員会主催による男女共同参画に関する作文コンクールの
表彰式が行われました。この作文コンクールには、高校
生・一般の部、中学生の部、合わせて53点の応募があ
り、男女共同参画に対するさまざまな思いが寄せられまし
た。審査の結果10作品が入選し、受賞者の皆さんに賞状
と副賞が贈られました。
　リレー・エッセイでは、引き続き入選された皆さんの作
文を順次掲載していきます。

※高校生・一般の部の入選者は、平成25年11月1日号で紹
介しています。

最優秀賞

優 秀 賞

入 　 賞

高林花奈（安中二中　２年）
栗原夏海（安中一中　３年）
上原綾音（安中一中　３年）
稲葉瑠海（安中一中　３年）
関根一馬（安中一中　３年）
落合翔也（安中一中　１年）

　企画課女性政策係（☎内線１０２１）
こ の ペ ー
関 る 問 合 せ

ジ に
➡ 本

■中学生の部の入選者



デジカメで撮った写真をパソコンへ取り込めますか？

１０広報あんなか　２０１４年２月１日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

写真取り込み講座を開催します
春の映画鑑賞会「くじけないで」

安中市文化センター　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP16をご確認ください

問
合
せ

安中市文化センター松井田文化会館
今月のピックアップ

松井田文化会館　　☎３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP16をご確認ください

問
合
せ

催し物ガイド （１月14日現在の情報です。詳細はお問い合わせください。）

今月のピックアップ

　デジカメで撮影した写真を自分のパソコンに取り
込み、印刷をしてみませんか。２日間でゆっくりと学
び、家に帰ってからも復習ができます。
内　　容 ▼デジカメで撮影した写真をパソコンへ取

り込み印刷する
日　　時 ▼３月１日（土）・２日（日）　9:00～16:00
場　　所 ▼安中市文化センター　２階パソコン室
募集人員 ▼12人（抽選）
受 講 料 ▼無料
持 ち 物 ▼ノートパソコン、デジタルカメラ（ケーブ

ル・説明書を含む）、筆記用具
申 込 み ▼２月21日（金）までに文化センター窓口へ

普通はがきを持参してお申込みくださ
い。

　八千草薫主演で、柴田ト
ヨのベストセラー詩集「く
じけないで」「百歳」を基に
つづる感動の物語。90歳を
迎えて以降に詩を書くよう
になった主人公の山あり谷
ありの半生や、彼女を取り
巻く家族にまつわるドラマ
を優しく見つめる。主人公
の一人息子を武田鉄矢、そ
の心優しい妻を伊藤蘭が好

演。心が浄化されるような温かくて優しい詩人の言
葉に勇気をもらえる映画を、是非皆さんでご覧くだ
さい。
日時 ▼３月９日（日）　一部　11:00開演（10:45開場）
　　　　　　　　　　二部　14:00開演（13:45開場）
場所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
チケット ▼（全席自由）　

※松井田文化会館・安中市文化センターの窓口にて、
２月８日（土）午前９時から前売開始。
※前売りで完売した場合は、当日券はございません。

スプリングフェスティバル　ステージ発表・記念講演
　2月8日（土）　13:10～16:30　入場：無料
　問合せ：　生涯学習課（☎内線2242）
安中総合学園高校吹奏楽部　第６回定期演奏会
　2月9日（日）　15:30～17:30　入場：無料
　問合せ：安中総合学園高校（☎381-0227）
JAM Project LIVE TOUR 2013～2014 THUMB RISE AGAIN
　2月15日（土）　17:30～　入場：一般6,825円
　問合せ：文化センター（☎381-0586）
安中二葉幼稚園　音楽会
　2月16日（日）　13:30～15:30　入場：無料
　問合せ：安中二葉幼稚園（☎381-0394）
市老連　芸能発表大会
　2月22日（土）　9:30～16:00　入場：関係者
　問合せ：社会福祉協議会（☎393-3948）
安中市体育協会表彰式
　2月27日（木）　16:00～17:00　入場：関係者
　問合せ：　体育課（☎382-2500）
第12回早春フェスティバル舞台発表の部
　3月2日（日）　9:30～16:10　入場：無料
　問合せ：安中市文化協会（☎381-0586）
歌とダンス友の会カラオケ発表会
　3月9日（日）　10:00～18:00　入場：1,000円
　問合せ：歌とダンス友の会（☎344-9081）
安中市少年少女合唱団　第19回定期演奏会
　3月15日（土）　14:00～16:30　入場：200円
　問合せ：　生涯学習課（☎内線2242）

高崎・安中地域文化フェスティバル〈展示部門〉
　2月1日（土）～3日（月）
　9:00～17:00（3日は15:00まで）　入場:無料
　問合せ:安中市文化協会（☎381-0586）
初心者パソコン講座
　2月1、2、22、23日（土、日）
　9:00～16:00　会場：２Fパソコン室　入場：要申込み
市民パソコン教室
　2月6、13、15、20、27日（木、土）　3月6、8、13、15日（木、土）
　13:30～15:30　会場：２Fパソコン室　入場：無料
図書読み聞かせ
　2月22日（土）　14:00～15:00
　会場：１F談話コーナー　入場：無料
　問合せ：安中市図書館（☎381-0529）
第12回早春フェスティバル展示発表の部
　2月27日（木）～3月2日（日）　9:00～17:00
　入場：無料　会場：ロビー・ホワイエ
　問合せ：安中市文化協会（☎381-0586）
写真取り込み講座
　3月1、2日（土、日）
　9:00～16:00　会場：２Fパソコン室　入場：要申込み

２月1日から３月15日までのスケジュール

学
習
室
な
ど

ホ
ー
ル

松

松

ス

２月1日から３月15日までのスケジュール
スプリングフェスティバル
　2月1日（土）、2日（日）
　主催：安中市生涯学習推進協議会　他
　※詳細は、広報あんなか１月１日号の15ページをご覧くだ
さい。

音楽教室発表会
　2月9日（日）　13:00開演（12:30開場）
　主催：のんのん音楽教室　入場：無料
さかなクンのギョギョッとびっくりおさかなのお話
　2月16日（日）　13:30開演（13:00開場）
　入場：（全席指定）
　　前売　大人1,500円　3歳以上高校生以下1,000円
　　当日　大人2,000円　3歳以上高校生以下1,500円
　※３歳未満のお子様の入場は、ご遠慮ください。
介護予防一般公開講座
　2月22日（土）　13:30開演（13:00開場）
　主催：　介護高齢課　入場：無料

生活雑貨・衣料品の展示販売
　2月7日（金）～9日（日）
　10:00～20:00（9日は17:00まで）
　主催：（株）グットヒル　入場：無料
文化講演会
　3月2日（日）　13:30開演（13:00開場）
　主催：安中市文化協会松井田支部　入場：無料

写真展
　2月6日（木）～9日（日）
　9:00～17:00（9日は16:00まで）
　主催：碓氷フォトクラブ　入場：無料

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー

本

大　　　人
高校生以下

前　売
800円
600円

当　日
1,000円
    800円

～  90歳からの詩人”柴田トヨさんの
　　　　　　　　半生をつづるヒューマンドラマ～

“
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生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.92

平
成
24
年
度

人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

人
権
週
間
と
そ
の
後

安
中
市
立
松
井
田
南
中
学
校

　

１
年　

瀧
川　

智
菜

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

奴
隷
た
ち
は
、
広
い
畑
で
く
た
く
た
に
な

る
ま
で
働
か
さ
れ
、少
し
で
も
怠
け
れ
ば
、ム

チ
で
打
た
れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

こ
と
が
続
き
、
ト
ム
は
息
を
引
き
取
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
ト
ム
と
約
束
し
て
い
た
元
主

人
の
息
子
ジ
ョ
ー
ジ
が
奴
隷
た
ち
を
み
ん
な

自
由
に
し
ま
し
た
。私
が
六
年
生
の
時
に
書

い
た
感
想
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。「
今
か
ら
百

年
前
ま
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
ん
て
、

ひ
ど
い
と
思
い
ま
し
た
。」今
も
同
じ
よ
う
な

感
想
で
す
。で
も
、
そ
れ
に
加
え
て
、
奴
隷
が

自
由
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

ト
ム
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
他
の
奴

隷
た
ち
が
自
由
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ト
ム
も

喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。他
人

に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
い
た
権
利
が
、
奴
隷
た

ち
に
戻
っ
た
の
か
な
と
、私
は
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
新
し
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り
、

人
権
に
つ
い
て
の
考
え
も
広
が
り
ま
し
た
。

人
権
な
ん
て
当
た
り
前
だ
か
ら
人
権
宣
言
な

ん
て…

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昔
は
い
ろ

い
ろ
な
事
が
あ
り
、
人
権
を
奪
わ
れ
て
い
た

人
た
ち
も
い
た
か
ら
、
作
ら
れ
た
も
の
な
の

か
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
権
週

間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
と
き
も
常

に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

人
権
週
間
を
機
に
、
人
権
の
大
切
さ
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
（
お
わ
り
）

問
合
せ
▼　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
２
４
４
）

松

問合せ ▼　生涯学習課生涯学習係（☎内線２２４４）松

安中市青少年センター補導員会の活動紹介
　青少年の健全育成と非行防止を図るため、青少年を多くの目で見ていくことの
必要性を感じ、平成 17年度より安中市青少年センター補導員会を再編成し、補導
活動を実施しています。 今年度は、11 の青少年関係団体から 109 人の補導員が
教育委員会より委嘱されました。昼間・夜間に５～７人体制で年間約 130 回、延
べ 570 人近くの人が街頭補導を実施し、 青少年の見守り、声かけ活動を行ってい
ます。

児童下校時補導
　市内 12 の小学校の下校時刻に合わせて１校当たり５～７人ずつが、児童の下
校出口に立ち「さようなら」「気をつけて帰ってね」などの「声かけ活動」や下校の誘
導活動を実施しています。

市内夜間街頭補導
　２台の補導車に５人ずつ分乗し、東コースと西コースに分かれて巡
回します。時間は午後７時～９時。巡回場所は、青少年のたまり場にな
りやすい公園・神社・広場・駅・学校・大型店・ゲームセンターなどです。

子どもたちをネットの被害から守るために
インターネットにからんだ青少年の被害が増えてきています
　最近、子どもたちが携帯電話やスマートフォンを持つことにより、さ
まざまな被害に遭う危険性が増えてきています。
　そこで、群馬県が打ち出した標語『おぜのかみさま』を参考に、子ども
たちの被害を未然に防ぎ、青少年にとって健全な生活が送れるようご
協力をお願いいたします。

日時

場所
電話

面接相談（要予約） 電話相談

　生涯学習課内 －

月・火・水・金の午前９時～午後２時
（祝日および正午から午後１時を除く）

☎393-4777（直通）

「お子さんの悩み」お気軽にご相談ください
 　安中市青少年センターでは、青少年を対
象に非行や不登校、いじめ、しつけ、友人関
係、学習などの相談を行っています。

お 写真をおくらない
（児童ポルノの被害から守りたい）

ぜ ぜったいに会わない！
（性犯罪の被害から守りたい）

か 悪口をかきこまない
（ネット上のいじめから守りたい）

み 有害サイトをみない
（有害サイトから守りたい）

さ 出会いをさがさない
（出会い系サイトから守りたい）

ま ルールをまもる
（ネット依存症から守りたい）

の 個人情報をのせない
（個人情報の漏洩防止）

松



１２広報あんなか　２０１４年２月１日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

問合せ ▼

安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel.027-382-7622　Fax.027-382-7623
Mail:furusato@des.city.annaka.gunma.jp

碓氷歴史考古学講座

■第２回石仏めぐり

６
月
29
日
、
姥
堂
橋
の
上
流
の
河
原
で
斬
首
さ
れ
た
。村

人
た
ち
は
自
分
た
ち
を
救
う
た
め
犠
牲
と
な
っ
た
藤
左

衛
門
を
義
人
と
し
て
密
か
に
祀
り
寝
物
語
に
語
り
伝
え

て
き
た
」

　

こ
の
よ
う
な
義
人
に
関
す
る
伝
承
は
、
佐
倉
惣
五
郎

を
は
じ
め
、
磔
茂
左
衛
門
な
ど
多
く
語
り
継
が
れ
て
い

ま
す
が
い
ず
れ
も
確
た
る
証
拠
が
無
く
伝
承
の
域
を
出

な
い
の
が
特
徴
で
す
。藤
左
衛
門
に
つ
い
て
も
、
右
の
よ

う
な
断
片
的
な
資
料
が
あ
る
だ
け
で
事
件
の
詳
細
に
つ

い
て
は
不
明
で
す
。

　

政
森
は
、
元
文
３
年（
一
七
三
八
）に
死
去
し
、
江
戸
高

輪
の
光
台
院
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
二
女
種
姫
の
墓

が
蓮
久
寺
（
安
中
三
丁
目
）
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。　

内

藤
家
は
、
政
森
の
子
政
里
、
そ
の
子
政
苗
と
３
代
に
渡
り

安
中
藩
主
を
務
め
ま
し
た
が
、
寛
延
２
年
（
一
七
四
九
）

２
月
、
政
苗
の
代
に
三
河
国
挙
母
藩
（
愛
知
県
）
に
転
封

と
な
り
、
内
藤
家
は
挙
母
藩
で
廃
藩
置
県
を
む
か
え
ま

し
た
。

　

入
れ
替
わ
り
に
泉
藩
か
ら
遠
州
相
良
藩
（
静
岡
県
）
へ

転
封
と
な
っ
て
い
た
板
倉
家
（
勝
清
）
が
再
び
安
中
藩
主

と
な
り
ま
し
た（
終
わ
り
）。

日　　程 ▼３月９日（日）
時　　間 ▼午前９時～午後４時
集合場所 ▼学習の森 ふるさと学習館駐車場
講　　師 ▼伊丹 仲七氏

（安中市文化財調査委員）
持 ち 物 ▼参加費３００円（保険料を含む）
定　　員 ▼25人（先着順）
申 込 み ▼２月15日（土）午前８時30分よ

り電話、またはふるさと学習館受
付にて直接お申込みください。

そ の 他 ▼庁用バスと徒歩での移動です。
　　　　　昼食は秋間梅林にて自由昼食です。

日　　程 ▼３月９日（日）
時　　間 ▼午前９時～午後４時
集合場所 ▼学習の森 ふるさと学習館駐車場
講　　師 ▼伊丹 仲七氏

（安中市文化財調査委員）
持 ち 物 ▼参加費３００円（保険料を含む）
定　　員 ▼25人（先着順）
申 込 み ▼２月15日（土）午前８時30分よ

り電話、またはふるさと学習館受
付にて直接お申込みください。

そ の 他 ▼庁用バスと徒歩での移動です。
　　　　　昼食は秋間梅林にて自由昼食です。

日　　程 ▼３月９日（日）
時　　間 ▼午前９時～午後４時
集合場所 ▼学習の森 ふるさと学習館駐車場
講　　師 ▼伊丹 仲七氏

（安中市文化財調査委員）
持 ち 物 ▼参加費３００円（保険料を含む）
定　　員 ▼25人（先着順）
申 込 み ▼２月15日（土）午前８時30分よ

り電話、またはふるさと学習館受
付にて直接お申込みください。

そ の 他 ▼庁用バスと徒歩での移動です。
　　　　　昼食は秋間梅林にて自由昼食です。

　

安
中
藩
の
大
幅
な
譲
歩
で
い
っ
た
ん
は
、
沈
静
化
し

た
と
思
わ
れ
た
年
貢
減
免
騒
動
で
す
が
不
思
議
な
こ
と

に
そ
の
年
の
冬
に
次
の
よ
う
な
証
文
が
八
本
木
村
（
原

市
村
の
枝
村
）か
ら
藩
へ
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
当
春
、
21
カ
村
の
農
民
が
お
願
い
の
儀
を
申
し
上
げ

た
が
、
こ
の
節
ま
た
し
て
も
無
尽
を
５
年
間
内
借
し
た

い
と
相
談
を
持
ち
か
け
、
所
々
へ
押
し
込
み
悪
党
を
し

て
い
る
者
が
い
る
。こ
の
度
、
頭
取
を
御
吟
味
な
さ
れ
た

と
こ
ろ
、
下
増
田
下
村
藤
左
衛
門
、
下
増
田
上
村
市
左
衛

門
、
峯
村
次
左
衛
門
・
源
介
・
儀
兵
衛
、
上
後
閑
村
弥
兵

衛
、
下
後
閑
村
与
五
兵
衛
の
７
人
が
頭
取
で
あ
る
と
の

風
聞
を
承
っ
た
。し
か
し
八
本
木
村
の
農
民
は
仲
間
に

は
加
わ
っ
て
い
な
い
。今
後
も
村
内
に
宜
し
か
ら
ざ
る

者
が
い
る
か
、
徒
党
す
る
者
が
い
た
ら
、
当
人
は
申
す
に

及
ば
ず
、
村
役
人
も
同
罪
と
し
て
い
か
よ
う
に
罰
せ
ら

れ
て
も
不
服
を
言
わ
な
い
こ
と
を
誓
う
云
々
」

　

こ
の
証
文
に
名
前
の
出
て
く
る
藤
左
衛
門
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。「
潮
藤
左
衛
門

は
、
下
増
田
村
百
石
の
名
主
で
、
村
人
の
窮
状
を
見
か
ね

て
江
戸
表
へ
直
訴
し
よ
う
と
し
て
捉
え
ら
れ
、享
保
13
年

こ
ろ

も

ふ
る
さ
と
人
物
伝
⑮
内
藤
政
森
そ
の
３

学
習
の
森　

文
化
財
係

ま
さ

も
り

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

「雛人形展」開催
と　き

ところ

２月４日（火）～３月23日（日）
９時～16時30分【月曜休館】
五料の茶屋本陣
（松井田町五料564番地１)

安中市秋間の石仏を鑑賞します。
２時間程度歩きますので、
歩きやすい服装でご参加ください!!

機織り講座

日　　程 ▼２月16、22、23、３月１、２日
時　　間 ▼午前10時～正午
場　　所 ▼学習の森 生涯学習施設 創作工房３
講　　師 ▼坂田 美波氏
定　　員 ▼５人（先着順）
制 作 物 ▼ショール（150㎝×33㎝）
持 ち 物 ▼中細毛糸６玉（１玉100mの場合は５玉）
申 込 み ▼２月８日（土）午前８時30分より電話、また

はふるさと学習館受付にて申込みください。

日　　程 ▼２月16、22、23、３月１、２日
時　　間 ▼午前10時～正午
場　　所 ▼学習の森 生涯学習施設 創作工房３
講　　師 ▼坂田 美波氏
定　　員 ▼５人（先着順）
制 作 物 ▼ショール（150㎝×33㎝）
持 ち 物 ▼中細毛糸６玉（１玉100mの場合は５玉）
申 込 み ▼２月８日（土）午前８時30分より電話、また

はふるさと学習館受付にて申込みください。

日　　程 ▼２月16、22、23、３月１、２日
時　　間 ▼午前10時～正午
場　　所 ▼学習の森 生涯学習施設 創作工房３
講　　師 ▼坂田 美波氏
定　　員 ▼５人（先着順）
制 作 物 ▼ショール（150㎝×33㎝）
持 ち 物 ▼中細毛糸６玉（１玉100mの場合は５玉）
申 込 み ▼２月８日（土）午前８時30分より電話、また

はふるさと学習館受付にて申込みください。

毛糸でショールを織ります！
糸織り経験者向けの講座です。
ぜひご参加ください!!

「下秋間藤ノ木の地蔵菩薩石像」

ふるさと学習館に見本がありますふるさと学習館に見本がありますふるさと学習館に見本があります

平成２５年度
「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

野口　瑛海（新島学園中２年）



１３ 市  役  所　  ３８２－１１１１市  役  所　  ３８２－１１１１

　１２月１日（日）から１０日（火）の１０日間、冬の県

民交通安全運動が実施されました。街頭指導とし

て、安中警察署前の国道１８号やスーパーマーケット

の入口付近などでの交通事故の防止に関する啓発

品の配布や、高齢者宅訪問指導などが行われまし

た。

交通事故の防止を

　１１月２８日（木）に、市内の中学３年生を対象に、

安中市商工会から通行手形をモチーフにした合格祈

願通行手形が贈られました。これは、受験生が志望

校に無事に合格できるようにという想いをこめて贈

られているものです。

合格祈願手形が贈られました

　１１月３０日（土）に、小学生駅伝競走大会が開催

され、市内の１２校から男子２２、女子２０チームの計

２９７人が参加して健脚を競い観客からの声援の中、

ゴールを目指しました。

小学生駅伝

　１１月２９日（金）に、文化センターで人権教育講演

会が開催されました。作家であり、高野山真言宗僧

侶である家田荘子さんによる、「一緒に生きていきま

しょう～エイズボランティアで、私が出逢った人たち

～」と題した講演が行われ、家田さんが経験し学ん

できたことなどが紹介されました。

人権教育講演会

いろろいろろ ろ
できごとできごとできごと

ANNAKA
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　１２月７日（土）に、基幹集落センターで安中市家

族の日大会が市婦人団体連絡協議会・市教育委員

会の共催により開催されました。市内の小・中学校

から１，２９１点の家族への感謝の想いが詰まった作

文が集まり、優秀賞を受賞した９人のうち７人（２人

欠席）が表彰され作文を発表しました。また、子ども

から家族へ花束が贈られ、喜びの笑みを浮かべてい

ました。

子どもから家族への想い

　１２月７日（土）に、小根山森林公園でクリスマス

を彩るリース作りが行われました。公園内で採取し

た木の実を使い参加した皆さんがそれぞれ飾り付け

を行い、すばらしい作品が完成しました。

クリスマスリースを作製

　１２月８、１４、１５日の計３回にわたり、松井田文

化会館いこいの広場で、ノルディックウォーキング講

座が開催されました。参加した１５人の皆さんは、県

ノルディックウォーキング協会の石堀会長から基礎

から指導を受け、熱心にウォーキングに励んでいま

した。

ノルディックウォーキング

　１２月９日（月）に平成２５年第４回安中市議会定

例会の開会前に、新島学園中学校・高等学校聖歌

隊の２９人により、議場でハンドベルの演奏２曲、合

唱１曲が披露されました。

議場でハンドベル演奏
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市民
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ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
382－1111　ＦＡＸ381－0503

市役所
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４
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２
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２
６
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６
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gunm
a.jp/06/f2910033.

　

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鶏
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育
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れ
て
い
る
人
へ

水道管の凍結にご注意ください
　冬場の厳しい冷え込みのときに、水
道管が凍結して水が出なくなること
や、水道管が破裂することがあります。
保温材やヒーターなどで水道管やメー
ターボックス内の防寒をしていただき、
凍結防止をお願いします。
問合せ ▼　上水道工務課配給水係（☎内線３１２３）谷

　

市
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、
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民
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問
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・
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秋間梅林
２月22日に開園

　今年も、梅の花の季節がやってきます。
北関東随一の規模を誇る秋間梅林が２月
22 日（土）から３月下旬（予定）まで開
園します。
　期間中はさまざまなイベントが行われま
すので、皆さんお誘いあわせのうえ、お
出かけください。
問合せ ▼　商工観光課観光係
　　　　（☎内線２６２２）
※３月中の日曜・祝日は安中駅から臨時バ
スが運行します。ダイヤ･料金などにつ
いてはお問い合わせください。
問合せ ▼ボルテックスアーク
　　　　（☎３８１－１９１９）

イベントスケジュール
開花祭
　３月９日（日）午前10 時～　第２休憩所
　和太鼓・八木節・筝曲・甘酒サービスなど
友好都市・千葉県南房総市の物産即売会
　３月15日（土）午前９時～午後３時　第２休憩所
　くじら製品・花・野菜の販売
いも煮会
　３月16日（日）午前11時～　頂上　　午後２時～　三軒茶屋
　いも煮の無料配布
もちつき大会
　３月21日（金・祝）午前11時～　頂上　　午後２時～　三軒茶屋
　つきたてのおもちを無料配布
秋間梅林ウォーキング
　３月22日（土）午前９時～　観梅公園（秋間梅林内）
　ボランティアガイドによる約３時間のウォーキング
野点
　３月23日（日）午前10 時～午後３時　第２休憩所
　抹茶と和菓子の提供
モデル撮影会
　３月23日（日）午前10 時～　頂上　　午後１時～　三軒茶屋
　安中市写真コンテストの撮影会写真の部に応募しましょう。

松

松



１８１８１６広報あんなか　２０１４年２月１日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

行　　事　　名

●初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00
●スプリングフェスティバル松井田会場
　文化会館　作品展 9:00 ～17:00
●市民マラソン大会
　スポーツセンター　8:30 ～
●市民（親子）スキー教室
　湯の丸高原スキー場（市役所7:00～）
●初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00
●スプリングフェスティバル松井田会場
　文化会館　作品展 9:00 ～15:00
　　　　　　体験10:00 ～15:00
●市民献血
　松井田保健センター
　10:00 ～11:30　12:30 ～14:00
　松井田病院　15:00 ～16:00
● 雛人形展（～3/23）
　五料の茶屋本陣
　9:00 ～16:30

●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

●スプリングフェスティバル安中会場
　文化センター　9:30 ～16:30
● 春の映画鑑賞会チケット発売日
　文化会館　9:00 ～
●市民綱引き大会
　松井田体育館　8:30 ～

●所得税還付申告
　　・　　9:00 ～16:00
●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30
●所得税還付申告
　　・　　9:00 ～16:00
● JAM Project LIVE TOUR2013 ～2014
　文化センター　17:30 ～
●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

休館のご案内

恵みの湯 2/4・18　3/4
峠の湯 ※当分の間休業いたします。
鉄道文化むら 2/4・12・18・25　3/4・11
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 2/4・11・12・18・25・28※
 3/4・11
文化会館 2/3・10・17・24・28　3/3・10

碓氷川熱帯植物園　2/4・12・18・25　3/4・11
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 2/3・10※・12・17・24※
 3/3・10※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
 2/4・5※・６※・12・18・25　3/4・11
老人福祉センター 2/3・10・12・17・24　3/3・10

日

1

2

3

4

5
6

7
8

9

10
11
12
13

14

15

日
16

17
18
19
20

21
22

23

24
25
26
27

28

1

2

曜日
日

月
火
水
木

金
土

日

月
火
水
木

金

土

日

行　　事　　名
●安中市消防隊林野火災訓練
　松井田町上増田地内
●第1回機織り講座
　学習の森　10:00 ～12:00
●さかなクンのギョギョッとびっくり
おさかなのお話
　文化会館　13:30～（開場13:00～）

●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

● 秋間梅林開園
●第 2回機織り講座
　学習の森　10:00 ～12:00
● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00
●図書読み聞かせ
　文化センター　14:00 ～15:00
●第 3回機織り講座
　学習の森　10:00 ～12:00
●市民スケート教室
　伊香保スケートセンター　15:00 ～
●初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00

●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

● 松井田地区児童生徒作品展
　松井田小体育館　10:00 ～17:00
●第 4回機織り講座
　学習の森　10:00 ～12:00
● 写真取り込み講座
　文化センター　9:00 ～16:00
●第 5回機織り講座
　学習の森　10:00 ～12:00
●市民スマイルボーリング
　　　9:00 ～
●写真取り込み講座
　文化センター　9:00 ～16:00

行事カレンダー ２月１日→３月１５日
曜日
月
火
水

木

金
土

日

月

火
水
木

金
土

日
3
4
5

6

7
8

9

10

11
12
13

14
15

行　　事　　名

● 体育施設利用者調整会議（4～6月）
　旧安中市屋外施設
　　　　18:30 ～
　旧松井田町屋内外施設
　　　　18:30 ～
● 体育施設利用者調整会議（4～6月）
　旧安中市屋内施設
　　　　18:30 ～
●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

● 学習の森主催講座作品展（～3/23）
　学習の森　9:00 ～16:30
●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30
● 秋間梅林祭　開花祭
●碓氷歴史考古学講座 第 2回石仏めぐり
　学習の森　9:00 ～16:00
● 春の映画鑑賞会「くじけないで」
　文化会館　11:00 ～・14:00 ～
　（開場各15分前）
●市民献血
　　　10:00 ～11:30　12:30 ～14:00

●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

● 秋間梅林祭　友好都市・千葉県
南房総市の物産即売会
　9:00 ～15:00
● 安中市少年少女合唱団第 19 回定
期演奏会
　文化センター　14:00 ～
●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

２月

※２月 13 日（木）から３月 17 日（月）は、
市・県民税の申告期間です。（土・日曜
日を除く）
※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１
日は県民交通安全日です。

３月
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給水管修理当番業者（２月１日～３月１５日）

行政相談
　　2/6・20　3/6　9時～12時
　　2/3　3/3　13時30分～16時
無料法律相談
　　2/7・21　3/7・14　13時～16時
※要電話予約　　法制課（☎内線1043）
人権相談
　・　　2/20　13時30分～15時30分
家庭児童相談
電話相談・面接相談（　子ども課）　
月～金曜日（祝日を除く）　9時～16時
※要電話予約　　子ども課（☎382－8005）
健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　　月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
　　毎月第二金曜日　9時30分～11時30分
妊婦生活相談（母子手帳交付）
　・　　月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
消費生活相談
消費生活センター（　敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）９時～16時（☎382－2228）
労働相談
　　第１・３火曜日　13時30分～16時
※要電話予約　　商工観光課（☎内線2621）

障害者相談
知的・身体障害者相談（　･　）
月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380－5385）
月～土曜日（祝日を除く）10時～18時
青少年相談
電話相談・面接相談（　青少年センター）
月・火・水・金曜日（祝日を除く）
9時～14時（正午～13時を除く）
※要電話予約（☎393－4777）
介護相談
電話相談・面接相談（　・　）
月～金曜日（祝日を除く）　8時30分～16時
※要電話予約　　介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　保健福祉課（☎内線2155）
心配ごと相談
地域福祉支援センター
毎週木曜日（祝日を除く）　９時～11時30分
　　第９会議室
毎週月曜日（祝日を除く）　13時30分～16時
青色申告記帳相談
安中市商工会
月～金曜日（祝日を除く）　９時～12時
松井田商工会館
月～金曜日（祝日を除く）　９時～17時
交通事故相談
安中交通安全協会
毎週火・水曜日（祝日を除く）　９時～16時
※要電話予約（☎382－0211）

相  談  案  内

　上水道と簡易水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏
水などの修理は、その日の当番業者にお申し込みください。修理代は
実費です。 【安中市管工事協同組合　３８５－４４０１】

今川設備
㈲入沢電気商会
碓氷設備
㈲内堀設備工事
㈲金子屋商店
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業

業　者　名 ＴＥＬ ＴＥＬ業　者　名
382-9433
382-1609
381-2730
393-0157
393-0332
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
381-2322

㈲武美工業
㈲田中工作所
㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
反町備工
第一設備工業㈲
㈱フェニックス

382-5061
385-4126
385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
393-3420
385-8769
382-5262
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Ｒ
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Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

２月１日→３月１５日

本庁市民課　休日窓口開設日
２月２日・16　３月２日
午前８時30 分～正午
業務内容
　○住民票の写しの交付
　○戸籍謄本・抄本の発行
　○印鑑証明書の発行
　○その他市民課取扱各種証明書の発行

Ｈ・Ｑ・Ｗ
Ｉ・Ｏ・Ｚ
Ｆ・Ｐ・Ｕ
Ｂ・Ｌ・Ｓ
Ｊ・Ｔ・Ｖ
Ａ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｍ
Ｃ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｗ
Ｈ・Ｑ・Ｚ
Ｉ・Ｏ・Ｕ
Ｂ・Ｆ・Ｐ
Ｊ・Ｌ・Ｓ
Ａ・Ｔ・Ｖ
Ｍ・Ｘ・Ｙ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

Ｃ・Ｇ・Ｋ
Ｄ・Ｒ・Ｗ
Ｅ・Ｎ・Ｚ
Ｈ・Ｕ・Ｑ
Ｂ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｊ・Ｐ
Ａ・Ｌ・Ｓ
Ｍ・Ｔ・Ｖ
Ｃ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｗ
Ｄ・Ｒ・Ｚ
Ｅ・Ｎ・Ｕ
Ｂ・Ｈ・Ｑ

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日

Ｉ・Ｊ・Ｏ
Ａ・Ｆ・Ｐ
Ｌ・Ｍ・Ｓ
Ｃ・Ｔ・Ｖ
Ｗ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｚ
Ｄ・Ｒ・Ｕ
Ｂ・Ｅ・Ｎ
Ｈ・Ｊ・Ｑ
Ａ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｍ・Ｐ
Ｃ・Ｌ・Ｓ
Ｔ・Ｖ・Ｗ
Ｘ・Ｙ・Ｚ
Ｇ・Ｋ・Ｕ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日
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健康通信
平成26年度　安中市各種検診について
　平成26年度の各種検診については、今年度同様、申し込みはとらずに検診対
象者全員に検診受診シールなどの案内を５月末頃に送付する予定です。
　平成25年にオレンジ色の封筒に入った各種検診シールが届いた人で、今後送
付を希望しない場合は、　健康づくり課予防係（☎内線1172）までお問い合わせ
ください。

本
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　義援金の受付は、平成26年３月31日まで行っております。皆様からの温かいご支
援に感謝申し上げるとともに、今後とも引き続きご協力をよろしくお願いいたします。
　受け付けた義援金は、日本赤十字社を通じて被災地に送金されます。
問合せ ▼　福祉課社会福祉係（☎内線１１５２）　　　保健福祉課福祉子ども係（☎内線２１５７）

こちらもご覧ください　日本赤十字社ホームページ　http://www.jrc.or.jp/index.html
松本

東日本大震災に関する義援金について

　よりわかりやすいホームページとなるよう、ページの構
成やデザインを全面的に見直しました。また、パソコン、
タブレット、スマートフォンなど、ご使用の環境に応じて
より快適にご利用いただけるよう配慮いたしました。
　リニューアルにあたり、トップページのアドレス（http://
www.city.annaka.gunma.jp/）に変更はありませんが、
トップページ以外のページについては、アドレスが変更に
なる場合があります。各ページをブックマークに登録され
ている人は、ご確認をお願いいたします。
　今後も快適にご利用いただけるホームページを目指して
参りますので、よろしくお願いいたします。
問合せ ▼　秘書課広報広聴係（☎内線１０１５）

市ホームページが新しくなります。市ホームページが新しくなります。市ホームページが新しくなります。

L I V E

【JAM Project】
　「日本のアニソン界」で活躍する実力派シンガーによって構成されるユニッ
トで、『スーパーロボット大戦』シリーズや『牙狼』シリーズなどの主題歌を担当。
　『ドラゴンボールＺ』の主題歌などを担当した“影山ヒロノブ”を筆頭に、『勇
者ガオガイガー』 の “遠藤正明”、『ワンピース』の “きただにひろし”、『少
女革命ウテナ』の “奥井雅美”、『マクロス７』の “福山芳樹” ら、そうそう
たるメンバーからなるユニットで、日本を飛び越え４度もワールドツアーを
行うなど海外からも高い評価を得ています。このチャンスを逃がさずにぜひ
お越しください。
日　　時 ▼平成 26 年２月 15日（土）　午後５時 30分開演（午後４時 30分開場）
場　　所 ▼安中市文化センター　ホール
チケット ▼（全席指定）　一般 6,825 円
※安中市文化センター窓口にて、チケット好評発売中。

アニソン界のスーパーユニット
“JAM Project”

待望の日本全国ツアー ! 安中市で開催 !!

大　　　人
３歳以上高校生以下

前　売
1,500円
1,000円

当　日
2,000円
1,500円

　お魚の豊富な知識と経験に裏付けされたお話や、そのキャラクターが幼児
からお茶の間まで大人気の「さかなクン」がやってきます。お魚クイズ＆お
魚講座、海と環境の話など楽しいコーナーが盛りだくさんです。みなさんで
ぜひご覧ください。
日　　時 ▼２月 16 日（日）　午後１時 30分開演（午後１時開場）
場　　所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
チケット ▼（全席指定）　

※３歳未満のお子様の入場は、ご遠慮ください。
※松井田文化会館窓口にて、チケット好評発売中。
※前売りで完売した場合は、当日券はございません。

ＴＡＬＫ

さかなクンのギョギョッとびっくりおさかなのお話

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

2014 年２月３日（月）　正午スタート2014 年２月３日（月）　正午スタート2014 年２月３日（月）　正午スタート
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